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218 松山大学論集 第30巻 第6号
3月4日，第24回（経専）卒業式を挙行し，238名が卒業した。228）この時に
卒業した1人に桂芳男がいる。桂は神戸大学大学院に進み，神戸大学教授とな
る。
伊藤校長らは，大学開設に向けて準備し，3月10日，加藤会館内の1，2
階に教授研究室を竣工させた。
また，伊藤校長は経専の最後の教員人事として，3月に元木淳を商学通論の
教授として採用した。229）
（以下，次号）
228）『三十年史』119，113頁。文部省への『申請書』では240名，『温山会名簿』では241
名，『六十年史（資料編）』141頁では235名である。
229）元木淳は，1922（大正11）年2月8日東京生まれ，1939（昭和14）年3月東京府立第
三中学校卒業，1942（昭和17）年3月東京商大予科修了，1944（昭和19）年9月東京商
大卒，商学士（元木淳退職記念号の経歴より）。
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